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 １．第１回リスクマネジャー交流会報告                                  

 

【テーマ】：「 研修企画に悩みます ～こんな研修しています～ 」 

日時 ：令和元年６月29 日（土） 13:30～16:30 

場所 ：姫路商工会議所     
    

           ４施設から、自施設での研修の取り組みの方法とその内容について報告していただきました。 

医療安全管理者の業務の１つである、全職員を対象とした院内研修の企画についてはどの施設でも、 

日頃から、悩み多きものであり、グループワークでは、どのような意義をもって研修の計画をし、 

参加を促していくか、それぞれの悩みを共有し今後の自施設の研修企画に活かせる意見交換が 

活発におこなえました。     

 《 報告 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《グループワーク》    受講者のアンケート結果より  

 

☆ 研修企画について学びが多かったとの意見がたくさん聞かれました。 

 

・ たくさんのことを学びました。 

頑張って、来てもらえる研修を心掛けていきたい。 

・ 研修の企画書、評価をきちんとされているので取入れたい。 

・ 一人でするのではなく、チーム等を考えていきたい。 

すごく今後の研修に活かせる内容を聞きよかった。 

・ 改めて命を守る現場で働くものとして、大切なことであり、 

一つ一つ確実にやっていきたい。 

ツカザキ記念病院   

医療安全管理者 高本紘子 

 

姫路聖マリア病院 

         医療安全管理者 平野ひとみ 

               
 

姫路赤十字病院 

        医療安全管理者 芦田真知子 

 

兵庫県立循環器病センター 

          医療安全管理者 船間昌代 

 

院内の医療安全講演会で 

自作の「患者誤認防止」 

DVD を作成し上映。 

模型を作り視覚的に訴える 

研修も企画。 

参加型の研修企画を実施。 

教育・研修チームが企画し、

TeamSTEPPS と 急変時

対応を体験してもらう。 

（3 年間継続中） 

全職員対象以外にも、対象 

者を限定した研修を実施。 

KYT や TeamSTEPPS 

など多職種でおこなう研修を 

継続して企画。 

目的、目標から、受講者自身に

気づいてもらえる研修を企画。

１つのテーマにつき 3 回開催。

研修で学んだことが‘わかる‘から

‘できる‘になるように。 



２．医療安全委員会独自研修報告 

    【 テーマ 】 医療安全対策地域連携加算の活用 ∼ 円滑で効果的な連携の進め方 ∼ 

日時 ：令和元年７月27 日（土） 13:30～16:30 

場所 ：姫路・西はりま地場産業センター 

講師 ：近畿大学医学部附属病院 安全管理部教授 医療安全対策室室長  

辰巳 陽一 先生 

 

    

 

 

令和元年度 医療安全研修予定 

9 月28 日（土） 第2 回 リスクマネジャー交流会  多職種実践報告会（４施設のコメディカルからの報告会）  

11 月16 日（土） 第3 回 リスクマネジャー交流会  眠れないと言われたら 第2 弾 

 

   〖 弁護士との事例検討会 〗 

問題患者対応、院内暴力、転倒転落対応・・・など、医療安全管理上の問題に対し法的立場からの指導を受けながら、 

話し合いをしています。 自施設の難題解決や、他施設の事例からの学びもたくさんあります。ご参加お待ちしています。 

      第 3 火曜日 16 時～17 時 30 分  姫路商工会議所 （参加費無料） 

            ※7 月より、時間変更となっています!!          

                                             参加ご希望の方、ご相談のある方は下記までご連絡ください           

 

発行元：兵庫県看護協会西播支部  医療安全委員会 

                          事務局：県立姫路循環器病センター  船間 昌代 

                          電  話：079-265-5350  FAX：079-265-5350 

                          e-mail：Masayo_Funama＠pref.hyogo 

【研修のねらい】    

医療安全地域連携の意義や目的を再確認し、各施設の実践を 

振り返り課題を見出し、医療安全対策の標準化や質向上に繋げる。 

【研修内容】 

・医療安全体制について 

・医療安全対策地域連携加算について 

・相互監査をおこなうために（相互ラウンドの考え方） 

・本質的な医療安全対策地域連携の考え方 

【 受講者のアンケート結果より 】 

・ 相互ラウンドがすでに 2 年目ということだけで 

マンネリ感が出ている。工夫が必要だと思った。 

・ 互いの認識努力が必要と改めて感じた。 

次のラウンドにいかしたいと思う。 

・ 他職種だが共有すべきこと、知っておくべきことが 

多く参加できてよかった。 

・ チームで業務を行うこともあり、同じ研修を受け 

目的を統一することが重要。 

 

 
 


